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糞家の峰末|ま飼い主の手できつ―ちリーと始末してく―だ.さ
い。   ■

略1上や1自分の家の前が糞尿で汚れているのは気持ちめいいことで:ま

ありま|せん|.:相手―の1立場に1立 |て処理し|て ください|| |   ‐

身近な1生活環境|を寺る|め |ま審議■人■人の手しかありません。

犬|をつ|なく
―
ときはヽ 鋼.し 主ヽが|し つヽも犬の視1界 に入るとこ|ろ にしま|しよう

`飼しヽ主がコントEl■ルしやすくなりますも―   ■‐‐  || ||‐
造義|:1繭tたとこち|で鋼|われると:轟行||の人や来客|を1轟蘇●ヽ め農入|

者‐と意‐講し1大

`:い

つ■不安感
―
を与‐えてし|まうことltな0ます|||‐ ■||

今|■度飼育場所を考えて―みてはしヽかがでしょうかよ|‐ |||■■|■ |■‐

犬 iま 、法律 1条 lFllで放し銅しヽをして 1よ しヽけないと決めらなています。

人を追いかけたり、咬みついたりする危険があるからですも| ‐■
また t‐散歩のときも首輸や胴輪が抜けないようにきうちりとつけt

り■ ドは短く持ち:周囲 :こ気を記うてください|

ネIBの疾病の感染や1交通事故などの防止に|も なります。       |
透‐内鋼1育|で |あちても

―
去勢 1避1妊手術に努めt万が一、外へ逃げたとしても1

迷子札等で飼しヽ主がわかるようにしてくださしヽ。       |  |
屋外に出たネコ1よ:地域で翼尿汚染等のこ1近所トラーブルの原因になつた|り

病気に感染したり1交通事故にあうことがあ0ま |す」||■■||||||‐
また人鐵‖れしてしヽることから虐待されたりすることもありま|す :| ||‐
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動物が他の人を傷つけたり、財産I=機書を力ΠえたりしないようにしなIナ

ればなりません。

ア:飼育している動物が逃げたりしないようにすること。そのためには、動物の本能

や習性を十分に理解する。

イ:動物を敵歩に連れて出るときなど、必ずつないで散歩するとともに、糞の始末を

飼い主がきつちりとする。

ウ:飼育場所を常に溝潔にし、翼いや羽毛、疇き声で近隣に迷惑をかけなしヽようにす

る。

工:しつけをすることにより、人との係わり方を動物に覚えさせる。

オ:飼育動物をむやみに緊殖させないようにする。繁殖行動が攻撃性を引き燿こすこ

とがある。

飼育している動物によつて起こりうる感染症について正しい知識を

持たな1ナればなりません。

ア:動物を溝潔に保ち、国移しによるエサやりなどをしない。

イ:動物を触つた後は、必ず手洗りをする。

ウ 動物のエサの食べ方・排便等の様子をいつも観察し、健康状態を確認する。

飼育している動物の所有者がすぐわかるようにしなIすればなりません。

ア:菫軸に名本しを付け、住P~F氏名等を記載する。

イ:迷子になつた時、首輸が外れても所有者がわかるようにマイク融チップ等を411用

する。

飼い主に限らず、動物に係わる人が絶対にしてはいけないことがあります。

ア:飼育している動物を捨てない。動物がその命を終えるまで運切:こ飼養する。

イ:飼育してしヽる動物はもちろんのこと、愛護動物をみだりに傷つljない。


